


はじめに 

 

 私どもジャパンマックが開催する依存症回復支援施設向けの全国的な研

修は、今回で五回目となりました。過去の研修には、アメリカの依存症施設ス

タッフや関係者をゲストにお迎えして、東京で開催するものでしたが、今回は、

多くの施設の協力のもとに、全国四ヶ所(東京・新潟・札幌・京都)で開催する

ことが出来ました。 

 特に研修内容については、お忙しい中にも、多くの依存症回復支援施設

のご協力をいただき、各施設のスタッフが検討委員として何回も集まってい

ただき、熱のこもった論議を重ねることが出来ました。 

 そのおかげもあり、日本における依存症分野の数多くの専門家の方を講師

陣にもお招きして、各地域でのテーマも多様なものを用意することが出来ま

した。研修の内容についても、大変充実したものにすることが出来たことは、

参加者からのアンケートにおける高い評価からも、わかることかと思います。 

 今後も微力ではありますが、少しでも回復支援施設の充実に繋げられるよ

うな研修を企画出来るように努力していきたいと考えております。関係者の皆

様の変わらぬ、ご支援ご協力をお願いいたします。 

 最後に、今回の事業に助成していただきました独立行政法人福祉医療機

構並びに各研修を開催していただいた各マックの皆様に感謝を申し上げま

す。ありがとうございました。 
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独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 
 

 
 
 
 

 
 
 

札幌地区研修レジュメ 
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臨床心理士がマックで

働くようになって

� 第１部

これまでの経緯

� 第２部

マックで働くようになっ

てから

自己紹介

� みのわマックで生活支

援員をしています

� 心理テストを希望者に

実施しています

興味をもったきっかけ

� 徹子の部屋

� ゲストは水谷先生

–  135  –



ネットで検索

� ダルクという存在を発

見

� 京都ダルク設立準備

委員会のメンバーを

発見

京都ダルク設立準備委員会

� 運営委員の皆さん

� 誰でも入れる和やかな

雰囲気

� 議事録を取るように

精神科医

� 焼き肉

� 「若い力で」とエール
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精神保健福祉士

� 本当にやりたいことは

臨床心理士か？

� 卒論が書けない

フリーダム

� シンプルな動機

� 三角公園＆どや見学

私の生きづらさ

� ＳＣがいてほしかった

� 自分がＳＣの立場にな

ろうと思った
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アディクトと私

� 共通点ばかり

� 輝いて見えた

１２ステップとの出会い

� アノニミティ

� 無条件に受け入れて

もらえる安心感

大事なことはみんな仲間から

与えてもらった

� 人を信じる気持ち

� 自分を信じる気持ち
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アディクションの世界に

どっぷり

� ダルクにいるだけで元

気になれた

� 苦しんでいる仲間に、

私の伝えられることを

医療スタッフになって

� 依存症の人へのカウ

ンセリング

� 依存症以外の人への

カウンセリング

マックの職員になりません

か？

� 念願

� タイミングが重なった
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実際に働いてみて

� 無いものねだり

� 初心に帰ろう

� アディクションだけじゃ

ない

私にできること

� 心理テスト

� アセスメント

� 棚卸し＆ステップ１０

ご清聴ありがとう

ございました

� マックやダルクに関わっ

ていることが、私にとっ

ては自然なこと
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京都地区研修レジュメ 
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独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 
 

 
 
 
 

 
 
 

研修参加者アンケート集計 
 



東京地区施設職員研修会に関するアンケート集計 

 

1. 今回の東京研修の内容全般について、ご満足いただけましたか。（４択） 

 

選択肢 回答数 

とても満足 １５ 

満足 ７ 

やや不満足 ０ 

不満足 ０ 

 

2. （１で「とても満足」「満足」を選んだ方）どのような点が良かったですか。 

（複数回答可） 

 

選択肢 回答数 

役立つ情報が得られた １６ 

日頃の生活や活動に役立った １６ 

スキルアップにつながった ７ 

他の参加者との交流・情報交換が図られた １８ 

抱えていた問題・不安の解消につながった １１ 

その他 １５ 

 

3. （１で「やや不満足」「不満足」を選んだ方）どのような点が良くなかったですか。 

（複数回答可） 

 

選択肢 回答数 

役立つ情報が得られなかった ０ 

日頃の生活や活動の参考にならなかった ０ 

スキルアップにつながらなかった ０ 

他の参加者との交流・情報交換ができなかった ０ 

抱えていた問題・不安の解消につながらなかった ０ 

その他 ０ 
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設問２のその他で書かれていた内容 

 専門家２人の講義とマックのこれからの課題         

 マックのコンプライアンスルールが具体的に明示されて心強かった。今後のマックの

一体性の基礎ができた         

 定期的にこのような研修を受けたい         

 燃え尽きの基礎的なことについてよく分かった。マックの歴史については年表がほし

かった         

 燃え尽きの話しがとても参考になった         

 自分が生きていくために必要な知識・経験をたっぷり聞けてよかった         

 マックの歴史について、新たに知ることができてよかった         

 職員として何をしていけばいいのか明確になった         

 ケース検討で色々な話しが聞けた         

 ケース検討で他の施設が行っている具体的な支援方法を伺うことができ、日頃の支援

の参考になった。ＡＡと施設の違いを簡単に説明できるようになり、よかった         

 ケース検討と燃え尽き防止がよかった         

 多角的な内容で非常に役に立った。燃え尽き症候群の話しは身に詰まされた         

 講師の依存症の説明が非常に分かりやすかった         

 ケース検討で色々な意見が聞けた。時間がもっとほしかった         

 ケース検討で、違う施設の人と話し合うのがよかった         

 ケース検討がよかった  "        
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新潟地区施設職員研修会に関するアンケート集計 

 

1. 今回の新潟地区研修の内容全般について、ご満足いただけましたか。（４択） 

 

選択肢 回答数 

とても満足 １１ 

満足 １０ 

やや不満足 ０ 

不満足 ０ 

 

2. （１で「とても満足」「満足」を選んだ方）どのような点が良かったですか。 

（複数回答可） 

 

選択肢 回答数 

役立つ情報が得られた １６ 

日頃の生活や活動に役立った ６ 

スキルアップにつながった １０ 

他の参加者との交流・情報交換が図られた ６ 

抱えていた問題・不安の解消につながった ２ 

その他 １２ 

 

3. （１で「やや不満足」「不満足」を選んだ方）どのような点が良くなかったですか。 

（複数回答可） 

 

選択肢 回答数 

役立つ情報が得られなかった １ 

日頃の生活や活動の参考にならなかった ０ 

スキルアップにつながらなかった ０ 

他の参加者との交流・情報交換ができなかった ０ 

抱えていた問題・不安の解消につながらなかった ０ 

その他 ３ 
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設問２のその他で書かれていた内容 

 

 全国マック設立としての経緯とかを詳しく知らなかったので良かった。またフリーダ

ムは名古屋で既に活動して、そのことも知れて良かった。スタッフになり 6 ヶ月目で

ＡＡとしてではなく、マックの方達と交流出来たことはとても嬉しく思います。 

 過去のＡＡやマックの歴史が学べて良かった。依存症の意味が少し深く理解できた（Ｄ

ｒの話）。アサーティブ面白かった少し仕事に活かせそうです。 

 マックの持つ問題、これからの理念がよく理解できた。又従事者の抱える悩み、特に

辞めたいという気持ちなどに共感が持てたが、これもマックの抱える問題なのかなと。 

 依存症者と関わっていく上での基本的な考え方、心に留めておく大切なものを教えて

もらった。 

 勉強になった。 

 知識の整理ができた。新潟近郊の関係者の話が聞けるともっと良かったです。 

 参考資料を読み返し復習して、これからの仕事に役立てたい。 

 基本的な理念や依存症の基礎知識が学べてことは私にって大変財産になり、今後の仕

事に活かされます。 

 長い経験に裏打ちされた話が聞けて良かった。良い体験が出来て感謝でした。 

 今の頭の中が整理出来ました。 

 スタッフお疲れ様です。 

 他県からの新鮮な話が聞けて良かった。アサーティブトレーニングを始めて受けたが、

ほかの人にもぜひ紹介したいと思った。 

 

設問３のその他に書かれていた内容 

 

 参加団体、参加者の紹介を最初にやって欲しかった。グループディスカッション等、

参加者が意見を述べる時間が欲しかった。 

 二つの講習内容が前回と同じだった。 

 一つ一つの研修のリズムがここちよかったです。 
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施設職員研修会に関するアンケート集計 

 

1. 今回の札幌研修の内容全般について、ご満足いただけましたか。（４択） 

 

選択肢 回答数 

とても満足 １８ 

満足 １５ 

やや不満足 ０ 

不満足 ０ 

 

2. （１で「とても満足」「満足」を選んだ方）どのような点が良かったですか。 

（複数回答可） 

 

選択肢 回答数 

役立つ情報が得られた ２８ 

日頃の生活や活動に役立った １１ 

スキルアップにつながった １４ 

他の参加者との交流・情報交換が図られた １４ 

抱えていた問題・不安の解消につながった ５ 

その他 ２２ 

 

3. （１で「やや不満足」「不満足」を選んだ方）どのような点が良くなかったですか。 

（複数回答可） 

 

選択肢 回答数 

役立つ情報が得られなかった ０ 

日頃の生活や活動の参考にならなかった ０ 

スキルアップにつながらなかった ０ 

他の参加者との交流・情報交換ができなかった ０ 

抱えていた問題・不安の解消につながらなかった ０ 

その他 ０ 
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設問２でその他に書かれていた内容 

 

 山家先生、長谷川先生の医療の視点からの依存症者支援にかかる問題点、ジレンマ、

課題提起等をいただき、大変わかりやすかった。 

みのわマックの安田さんの話も支援者側としての素直な生の声を聞くことができ、共

感できた。 

 私は医療機関の心理士です。依存症の人と関わり１０年以上たちますが、生涯関わり

続けたくて昨年この仕事につきましたが、依存症の人と関わる機会がほとんどなくて

悩んでいました。それでも関われる時のためにこの研修に参加しましたがみのわマッ

クの安田さんのお話を聞いて「私に今やれること」をやれば、きっと次のステージに

行けるような希望が出てきました。とても感謝しています。ありがとうございました。 

 日々、利用者さん達との関わりの中で、「これで良いのか」「どうしてわかってくれな

いのか」という、あせりの気持ちや不安が出てきます。まずはその気持ちを切り変え

ていく事が大切だと気づかせてもらいました。「今日一日を健康的に生きる」その事を

テーマに、今後利用者さん達と一緒にやっていこうと思っています。 

 リハビリ施設の職員をしています。 

入寮者との距離感について気づきが得られました。 

 受刑依存症者の支援をどのように他の施設が対応をしているか情報を得られ大変勉強

になりました。 

シスターのお話は施設の職員に働きたいと決心した時の原点を思いおこさせてもらい

ました。 

 支援や依存症を考える原点に戻れました。とても私にとっては刺激があっておもしろ

かったです。ありがとうございました。 

 いろいろな視点で研修内容がふくまれていた様に感じました。受刑者に対する支援の

知識が得られた。（日頃あまり、知る事ができないので…） 

 HP で訪問看護を行っている SW です。 

訪問に行っている方でアルコール依存症＋双極性障害あるいはうつ病等合併症の方が

多くいて、その方々に「断酒」するよう促していましたが、いつもその方の生活が成

り立っているなら断酒を強く促さなくてもいいのではという思いもありました。その

中で山家先生の「節酒療法」「PT の動機に沿った支援」という言葉はとても共感でき

ました。ありがとうございます。 

 みのわマック職員の方のアディクトとのつき合い方をきけ、今後、自分の持ち場で頑

張ろうと思いました。長谷川先生のお話から受刑者の支援の現状について知ることが

できました。今後、臨床でどのくらい取り入れられるかはわかりませんが参考にした

いと思います。 
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 依存症を抱える方、とくに女性依存症者の依存になるまでの背景が理解というか知る

ことが出来たことが大きな収穫でした。 

 頭の中が整理でき、よかったです。山家先生の話の最後の方にも出て来た「本人のモ

チベーションと治療者の思いが重なるところを探す」に深く共感します。押しつけの

治療は、正しいことを伝えているとしても、決して良い方向にいかないと思います。

アディクション治療における、動機づけ面接法の研修を札幌でまたやってほしいです、

出たい！ 

 体験者のお話にとても感動いたしました。 

 アルコールだけじゃなく、止めて行くゆえに外の病気をかかえている人が少なくない

との事。 

 住谷施設長の話しにより、依存症へのマックの支援の本質のところについて、基本の

理解をすることがきた。伝えにくい事柄を、とてもわかりやすく聞くことができたと

感じている。 

 地域生活支援センター、月形刑務官等、生の声が聞けたこと、地域生活支援事業が３

月で終わることを初めて知った事。 

 住谷さんの話がわかりやすく、これからの利用者に対する援助の部分で自分が何がで

きるか考えさせられました。 

 いろいろな職種、立場の視点からの情報を得られたことが良かったです。 

 色んな立場の方から意見をきけてよかった。 

 長谷川直実先生より「刑務所の実態及び人権擁護の視点」今後の改善、問題等を改め

て学びました。企画者の方々、このような機会を頂き、大変ありがとうございました。

司教様のお話もためになりました。 

 様々な方の思いを聞くコトが出来、仕事に対するモチベーションが上がりました。 

 経験者の話しを聞く事ができた。 

メリノール女子修道会の伊藤シスターのお話しには心動かされました。CP の方も、す

てきな生き方していると感じました。 

 私にできることが何か更に考えることができた 

もともとほとんど知識がないのに後進に伝えていかないといけない立場にいるので知

識を増やし実際に活動をしていきたいと考えています。 
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設問３のその他に書かれていた内容 

 パワーポイントが小さくて見えにくかったです。全画面表示だと有難いです。 

 この度、いろいろな職種の方や経験者に出会い多くの事を学ぶことができたことを、

自分の成長にしたいと思います 

患者様が何度も同じ事をくり返して行う事に、わがままとか腹立つ自分がいましたが

自分の理解の限界を超えていることに、私自身が困惑し、感情が動揺していると見た

そう考えると、腹も立たない、身がってと言ったところでどうにもならない対象者が

受け入れるような考え方を身につけるための経験をサポートしていくようにしたい 

あくまでも今はできないが、今後の経験によって理解の幅が変わるようお互いに努力

したい。 

 話の内容はとても良かったのですが、講演中に片付けの音や裏方さんの話し声が気に

なり、きこえづらい時がありました。 
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京都地区施設職員研修会に関するアンケート集計 

 

1. 今回の京都研修の内容全般について、ご満足いただけましたか。（４択） 

 

選択肢 回答数 

とても満足 １５ 

満足 ７ 

やや不満足 ０ 

不満足 ０ 

 

2. （１で「とても満足」「満足」を選んだ方）どのような点が良かったですか。 

（複数回答可） 

 

選択肢 回答数 

役立つ情報が得られた １６ 

日頃の生活や活動に役立った １６ 

スキルアップにつながった ７ 

他の参加者との交流・情報交換が図られた １８ 

抱えていた問題・不安の解消につながった １１ 

その他 １５ 

 

3. （１で「やや不満足」「不満足」を選んだ方）どのような点が良くなかったですか。 

（複数回答可） 

 

選択肢 回答数 

役立つ情報が得られなかった ０ 

日頃の生活や活動の参考にならなかった ０ 

スキルアップにつながらなかった ０ 

他の参加者との交流・情報交換ができなかった ０ 

抱えていた問題・不安の解消につながらなかった ０ 

その他 １ 
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設問２のその他で書かれていた内容 

 いつの間にやら、自分の思いを「やってもらいたい」になってないか利用者の現在の

「理解しているか」能力以上を無理に提示してないかと思うことがあり、みんなそう

なんだと思いホっとした。 

 初めて参加させてもらい、とても勉強になった。 

 職場でのスタッフ同士のストレスがあたり前であることを再認識し、なんとか工夫し

て苦労してやっていこうと思い直しました。 

 １つの事にこだわらず（とらわれず） 

仲間の回復を信じること、マックで出来る事と出来ない事の役割りをみきわめる 

 天羽先生のご講演、とても楽しく勉強させていただきました。パワーポイントを見な

がら、初めてでしたがよく理解できました。講師の皆様のお話をありがとうございま

した。 

 水澤先生の話はとてもわかりやすかった。燃え尽きる前にするセルフケアが具体的に

書いてあってよかった。 

 自分の問題がはっきりしたことです（共依存の問題） 

 ７日の事例検討のグループワークがとても参考になりました。各マックの活動がわか

りやすかったです。セルフケアが出来ていなかったことに気づきました。 

 色々と意見交換ができてよかったです。また貴重な体験談や事例について話し合いが

できてとても参考になりました。 

 どこの施設も同じ問題を抱えていることがわかった所。自分のセルフケアに気をつけ

る必要を理解できた所。 

 水澤先生のリカバリーカウンセラーがどこの○○留意して仕事をするかの講義はとて

もためになった。 

 自分自身のこと自信は縛られるの大っ嫌いけれど他人を自分の思うように（人それぞ

れなのに）こうなって欲しい…なぜ、わかってもらえんの…で悩んで悩んで、あ、そ

うなんだ私がまきこまれてるんだ。もえつき寸前って気付き。 

 バーンアウトの対応が特に大切と感じました。 

四回連続して行われたこと、場所を変え実施してくれたこと、大勢のスタッフに声が

届けられたのではないですか？こうれからも続けて下さい。                 

 はるえさん、水沢さんのお華字が具体的、実践的で、とてもわかりやすかった。また

各マックの報告は図らずも共通の問題点を浮彫りにしていて非常に興味深かった。ふ

だんはなかなか会えない全国のスタッフとの交流したり各地の実情を知る貴重な機会

となった。 

◎設問３のその他で書かれていた内容 

・全てのプログラムに参加出来なくて残念でした。途中で帰る事になり。 
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協 力 施 設 名 簿 

24.03.24 現在 

施 設 名 郵便番号 住   所 電話番号 

札幌マック 003-0002 札幌市白石区東札幌 2 条 5 丁目 1-21 011-841-7055 

札幌マック 

女性共同作業所 
003-0002 札幌市白石区東札幌 2 条 4 丁目 8-25  011-812-4903 

秋田マック 010-0042 秋田県秋田市桜 3-14-10 018-874-7021 

新潟マック 940-1151 新潟県長岡市三和 1-5-19 0258-32-9291 

さいたまマック 337-0032 
埼玉県さいたま市見沼区東新井 710-33 

鎌倉ハイツ 1F 
048-685-7733 

みのわマック 114-0023 東京都北区滝野川 7-35-2 03-5974-5091 

サポートセンター

オ’ハナ 
114-0023 東京都北区滝野川 6-76-9 ｴｽﾎﾟﾜｰﾙ･ｵﾁｱｲ 501  03-3916-0851 

山谷マック 111-0031 東京都台東区千束 3-11-2 03-3871-3505 

ワン・ステップ 116-0014 東京都荒川区東日暮里 1-10-4 03-6458-3232 

立川マック 190-0022 東京都立川市錦町 3-12-16 ハイネス立川 108 042-521-4976 

川崎マック 

デイケアセンター 

210-0812 神奈川県川崎市川崎区東門前 2-2-10 044-266-6708 

第１アルク 

デイケアセンター 
231-0025 横神奈川県浜市中区松影町 3-11-2三和ビル 2F 045-641-7344 

第２アルク 045-641-2084   第３アルク 045-226-2808   ハマポート 045-633-2419 

横浜マック 

デイケアセンター 
241-0023 横神奈川県横浜市旭区本宿町 91-6 045-366-2650 

名古屋マック 462-0847 愛知県名古屋市北区金城 1-1-57 052-912-5508 

アディクションセ

ンター京都マック 

600-8363 京都府京都市下京区大宮通七条上ﾙ 

大宮三丁目 18 かつらぎガスビル 3F 

075-741-7125 

大阪マック 556-0006 大阪府大阪市浪速区日本橋通東 1-3-5 06-6648-1717 

広島マック 732-0817 広島県広島市南区比治山町 1-12 082-262-6689 
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この事業は「独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業」により実施された。

特定非営利活動法人 〒１１４－００２３
発行

ジャパンマック 東京都北区滝野川７－３５－２

２０１２年３月 Tel ０３－５９７４－５０９１
Fax ０３－５９７４－５０９３

Email:japanmac@yahoo.co.jp
HP:http://homepage2.nifty.com/minowa-mac/

ジャパンマック

印刷：大和印刷
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